
■ 日

■場

■挨 拶

創 立 80周 年 記 念 事 業 実 行 委 員 会

第 三 回 実 行 委 員 会 次 第

平成 30年 6月 28日 (木) 19:00～ 20:00

石川県立小松工業高等学校内 同窓会館 2階第ホール

創立 80周年記念事業実行委員会 委員長 村先 憲之

石川県立小松工業高等学校同窓会  会長 宮川 吉男

石川県立小松工業高等学校    学校長 林 純一郎

■議 題 1)経 過報告 料 Pl～ P4参

募金活動について
。同窓会員、企業 (法人)への対応

時
　
　
所

９
“

2) その他

・知事への式典出席要請

0企業 (法人)への礼状

。白山能美支部総会  :7月
・同窓会本体の総会  :7月

1 日 (日 )18:30～

21日 (土)18:00～

■挨 拶   創立 80周年記念事業実行委員会 副委員長



石川県立小松工業高等学校創立80周年記念事業工程表
平成30年 6月 28日
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記念講演者要請
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趣意書作成

H30  1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

実行委員会 1.29 第1回会議 1.18 記念事業決定 趣意書決定 第1回会議 1.24

支部長会議 28 趣意書発送 228

第2回会議 4.16

式典 日を決定

記念パーティ会t

記念講演会場検‐‐‐‐‐‐‐‐・‐‐‐‐‐‐
¬

|

易検討・決定

討・決定 4.26学校打合せ

役員会 514
第3回会議 524 第2回会議 5.2

量挿:八酋:奮
| 第1回会議 6.13

知事要請文書
企業ネL状 訪間企業分担

白山能美/総会7.1

同窓会総会 7.2

記念式典内容検 企業訪間

第1回会議

中京/総会8.5 企業訪問

原稿依頼

一　

　

・
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総
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悪轟 招待者リスト作成

記念品選定

H31 1月

2月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

記念式典決定 招待者決定

記念品決定 記念誌作成

記念事業発注 招待状発送

中京支部総会 式典パンフ作成

白山能美支部総会

記念事業進呈 招待者出欠確認

会員・先生・生徒

募金最終

■総会 10.19 記念式典・講演

記念パーアィ

記念誌発行

関西支部総会 反省会 礼状発送

MEMO
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関東   蔵藤 憲二

中京   村田 輝好
関西   宮下 章宏
金沢   中村 金次
自山能美  中島 潤一

石川県立小松工業高等学校 泊J立80周年記念事業実行委員会組織

同窓会長 宮川吉男

舟木 敏博
太田 秋正

柿田外代次

副委員長  塚谷 里美

副委員長  山本 玲子

委員   小野森浩之

委員   杉林 浩一

委員   北  清隆

委員   上原  勇

村先 憲之 工El-2

記念事業委員会

[業務]

記念式典
記念講演

副委員長  舟木 敏博
委員   松原  啓
委員   多井 英一

委員   水 口 卓爾
委員   松井 重樹
委員   林  健二

委員   深田 博智

多井 英一 林  茂信
水 日 卓爾 中谷 喜英
松井 重樹 北嶋 章光
林  健二 田中策次郎

学校長 林 純一郎

深田 博智 1橋川 正一

中家 睦己 1山 本 美昭

ｌ
業

務
事

業
念

‥
記

中島 俊幸
岡本  敏
太田 博範
橋本 啓悟
山本 哲也

谷 日 潤一

副委員長  太田 秋正

委員   太田 博範
委員   中島 俊幸
委員   岡本  敏
委員   橋本 啓悟
委員    山本 哲也

小野森浩之

杉林 浩一

北  清隆
上原  勇
森内 康影
橋本 達也

平成30年 6り128日

[業務]

招待状・ネL状・出欠
趣意書・粗品。記念品

情宣・対県・式典パンフ?

関東    イfり |

委員長   山崎 秀雄
副委員長  柿田外代次

中京   薮  卓二

関西   黒田 幸夫
金沢   坂 口 IE紀
白山能美  沢田  貞
加賀   辰川 志郎

委員    沢田  貞
委員   北川 辰夫
委員   舟木 敏博
委員   井上 幸造
委員   太田 秋正

委員   林  國夫

[業務 ]

募金企画立案
訪間企業
募金活動

副委員長  中森 茂範
委員   多保田 恭子
委員   宮本 紀美
委員    lll中 ひろ
委員   須藤 菜緒
委員   塚谷 里美
委員   山本 玲子

[業務]

原稿依頼
部数掌握
送付手配



土思 童
日

一石川県立小松工業高等学校創立80周年記念事業一

拝啓
同窓会の皆さまには、ますますご清栄のことと、お慶び申し上げます。

さて、我々の母校 石川県立小松工業高等学校は、地域産業界の要望を担い工業
振興に貢献する崇高なる日標達成のため、昭和 14年に創立されて以来幾星霜、
第 2次世界大戦を挟み戦後の学制改革等で、幾多の変遷を重ねて参 りました。
県立小松工業学校から県立総合制小松高等学校,県立小松実業高等学校,そ して

現在の石川県立小松工業高等学校と校名改称の歴史を刻み、平成 31年で創立

Sθ 周年を迎えることとなります。

同窓生も平成 29年度末で 17、 756名 を数え、各界各層で活躍する前途
有為の人材を輩出していますことは、誠に喜びに堪えません。

平成 29年度同窓会総会におきまして、創立 80周年の記念事業の企画と実行
委員長の選出を諮 りましたところ、満場一致の賛意を頂くことができました。
速やかに記念事業実行委員を選出し、事業計画案を同窓会役員,常任理事,ク ラス

理事各位にご提示し、母校のよリー層の発展と地域社会に役立つ人材育成のため
総力を結集することとしました。

母校創立 80周年を迎えるに当たり、下記記念事業の趣旨をご賢察の上、応分
のご芳志を賜りますよう、ここに同窓生各位にお願い申し上げる次第です。

末筆ながら、諸氏の一層のご健勝とご活躍を祈念申し上げ、石川県立小松工業
高等学校創立 80周年記念事業の趣意と致します。

敬具

記

一、記 念 事 業
・ 記  念  式  典   (学校体育館で平成31年 10月 19日 (土)を予定)

。 記  念  講  演  ※人間国宝 中野孝―さん (S413第 1回電気科卒業)を予定しております。

・ 記 念 祝 賀 会   (会 場はホテルサンルート小松で平成31年 10月 19日 (土)を予定)

・ 記念特別事業  (教室内大型ディスプレイ設置・校外移動用車両。同窓会館リフォーム)

※白程等につきましては、同窓会ホームページでもお知らせしています。

二、募 金 目標 額  金 3,800万円

募  金  額  一口 5,000円 としますが幾口でも結構です。

納 入 方 法  同封の振替用紙をご利用ください。(推奨)

(全国の郵便局・ゆうちょ銀行でご利用できます。)

口 I奎 記 号 番  00740-2-42278
カ日入 者 名 石川県立小松工業高校創立80周年記念事業
(学校でも平 日16時まで随時受け付けます。また祝賀会開催当日も承ります。)

募 金 期 間  平成31年 3月 末 日までにお願い致します。

募 金 対 象者   旧小松工業学校、旧小松農業学校
旧小松高校農業・機械・電気・紡織各科
旧小松実業高校工業各科・農業科
小松工業高校全卒業生

以上

石川県立小松工業高等学校倉1立 80周 年記念事業
実 行 委 員  村 先 憲 之
同 窓 会 会  宮 り|1吉 男
学 校 長  林  純一郎
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平成 30年 7月 吉 日

御 中

石川県立小松工業高等学校

創立 80周年記念事業実行委員会

実行委員長 村先 憲之

同 窓 会長 宮川 吉男

学 校 長 林 純一郎

石川県立小松工業高等学校

創立 80周年記念事業への御協力お願い

小松工業高校の前身である小松工業学校は、昭和 14年 (1939年 )の春、創立されま

した。

この時期、日本は日中戦争の長期化で国内経済が行き詰まり、情勢の打開を南方進出
に賭け、対米英戦争に突入しようとしていました。

このような厳しい状況下で「工業は国を富ます基 である」との強い信念を持って工業

教育の必要を説いた竹内明太郎さん (小松製作所創業者)の遺志が建設費の拠出という

形で活かされ、小松工業学校が誕生したのです。
こうした先人の卓見に対し、私たちは心から敬意を表し感謝に堪えません。

さて、こうして生まれた小松工業学校が第 2次世界大戦など幾多の変遷を経て、来年、
満 80歳の傘寿を迎えることとなりました。

この80年間に卒業生は実に一万七千七百人余を数え、四分の二相当の一万三千人余
が県内に居住しています。また、本校卒業生の大半が地元企業に就職しています。

小松工業高校は 3年間、機械 。電気や建設 0材料化学など専門技術を学んだ生徒を、
進んで受け入れて下さる地元企業の皆さま方と、見事な互恵関係を築いています。

また本校は文化・スポーツ面でも活発で、礼儀正しく質実岡J健な生徒が多く、私たち

は同窓の先輩として、中学生が小松工業高校へ入学を希望し、卒業後も誇りが持てる母

校であることを願つています。

さらに就職した企業からも「感謝される」、そんな生徒が育つ母校にと、日々研鑽を重
ねています。

そこで私たちは創立80周年記念事業として後輩に何を残せるかを考えました。

伝統ある小松工業高校の在校生は勿論、今後入学して来る生徒たちが、この学校に入
つて良かったと実感できるものとして、部活動振興事業を中心に教室内大型ディスプレ

イ設置・校外移動用車両をメインにしました。

そのほか同窓会館のリフォームや記念誌発行、記念講演や記念式典などを行います。

貴社に於かれましては、景気回復基調にあつても心苦しいお願いですが、有能な工業

技術者を育てる学校づくりに、是非ともご理解を賜り、賛助金のご協力をお願い申し上

げます。                                以上
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(夕茉彗)

平成 30年 7月  日

石川県知事

谷本 正憲 様

石川県立小松工業高等学校

創立 80周年記念事業実行委員会

実行委員長 村先 憲之

同窓会会長 宮川 吉男

学 校 長 林 純一郎

石川県立小松工業高等学校創 立 80周 年記念式典
へ の出席 について (お願 い )

酷暑の候 ますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

学校教育の振興につきましては、平素から格別のご高配を賜 り厚 くお礼申し上げます。

さて、本校は平成 31年にお陰様で創立 80周年を迎える事となります。下記により

創立 80周年記念式典を開催いたします

つきましては、記念式典を一層意義のあるものとするため、知事のご出席を賜りたい

と存 じますので、公務ご多忙中とは存 じますがご出席を頂きますようお願い申し上げま

す。

なお、当日はご祝辞を賜 りますようお願い申し上げます。

記

1,日 時   平成 31年 10月 19日 (土)午前 10時 00分開始

2.場所   石川県立小松工業高等学校

小松市打越町丙 67
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(夕束華)

平成 30年 7月 吉 日

謹啓

猛暑の候、貴社にはますますご清栄のこととお慶び申し上げます。

この度、本校創立 80周年記念事業のご趣旨にご賛同いただき募金を賜 りました事を
厚 くお礼申し上げます。

お陰様をもちまして募金 目標額達成へ向かい駒を進める事ができてお ります。
これも偏に皆様のご厚情の賜物 と深 く感謝いた してお ります。

この 80周年を節 日として、私 どもは更なる飛躍を目指 していきたいと決意を新たに
しているところであります。

今後 ともなお一層のご支援 ご指導を賜 りますようお願い申し上げます。

略儀ながら書面をもつてご挨拶かたがたおネL申 し上げます。

謹 白

石川県立小松工業高等学校
創立 80周年記念事業実行委員会

実行委員長 村先 憲之
同窓会会長 宮川 吉男
学 校 長 林 純一郎
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2013/6/28 ゆうちょダイレクト1入出金明細照会

,33″Jイングル

入出金明細照会

捕艮替 :00740-2-42278

(代表 )

現在高 :5′794′284円

:明細種別

:入出金

平成 30年 6月 19日 ～ 平成 30年 6月 28日 の結果を表示 しています。

表示件数 :フ件 表示‖1販託 昇順

i期朝日

'設
緊

払出口数

拙 鋼 …鶴
現在日

30‐ 06‐ 19 :
1ロ

:50′ 000円

:30●
←20:lQ。品

13←
0●

11:5ρ品

:30‐ 06‐22

■ロ

300,000
円

30-06-22
2ロ

4・0′000円

30‐06‐25
■ロ

30′000円

3●0026 .。品
表示件数 :7件

お取 り扱いが 100明細を超えた」

日のお取 り扱いが100明細を超

は、明細が欠落したり、表示順

い。)

取消等により、明細の表示順序

https:ノ′direct3Jp― bankJapanpost.ipAplweb/poo7m2S(〕 R」o?RediredToken-4f3ae5e8da39482d951 666795293ee8e14b6a08a 1/2


